
１
．
生
活
を
記
録
す
る
会
と
『
私
の
家
』

二
○
○
二
年
に
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
よ
り
刊
行
さ
れ
た
、
『
紡
績
女
子
工
員
生

活
記
録
集
』
（
以
下
『
記
録
集
』
）
は
、
東
亜
紡
織
株
式
会
社
泊
工
場
（
三
重
県

四
日
市
市
）
の
サ
ー
ク
ル
「
生
活
を
記
録
す
る
会
」
の
生
活
綴
方
文
集
や
資
料
を

復
刻
し
た
、
貴
重
な
出
版
物
で
あ
る
。
生
活
を
記
録
す
る
会
は
、
一
九
五
○
年
代

か
ら
現
在
ま
で
、
五
○
年
以
上
に
わ
た
っ
て
生
活
綴
方
（
１
）
を
書
く
こ
と
を
継
続

し
て
き
た
、
日
本
で
も
ま
れ
な
集
団
で
あ
り
、
そ
の
活
動
の
記
録
が
復
刻
さ
れ
、

は
じ
め
に

鶴
見
和
子
の
旧
蔵
書
約
四
五
○
○
冊
、
な
ら
び
に
未
公
開
の
資
料
、
草
稿
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
、
研
究
メ
モ
、
書
簡
な
ど
の
資
料
約
六
○
○
○
点
は
、
京
都

文
教
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
同
大
学
図
書
館
の
「
鶴
見
和
子
文
庫
」
と
し
て
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
人
間
学
研
究
所
で
は
、
「
個
人
の
思
想
形
成
と
蔵
書
の
研
究
Ｉ
京

都
文
教
大
学
図
書
館
所
蔵
の
鶴
見
和
子
文
庫
を
手
が
か
り
と
し
て
ｌ
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
二
○
○
七
年
度
よ
り
、
鶴
見
和
子
文
庫
に
関
す
る
共
同
研
究
を
は
じ
め

た
。
二
○
○
八
年
度
か
ら
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｂ
》
「
『
普
通

の
人
の
哲
学
』
と
『
知
識
人
の
思
想
』
の
葛
藤
を
め
ぐ
る
戦
後
思
想
史
ｌ
鶴
見
和

子
文
庫
を
開
く
」
）
も
得
て
、
未
公
開
で
あ
る
資
料
、
草
稿
、
ノ
ー
ト
類
の
整
理

と
分
類
の
作
業
を
続
け
て
い
る
。

こ
こ
で
復
刻
・
紹
介
す
る
の
は
、
そ
の
途
上
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
、
生
活
綴

方
文
集
『
私
の
家
』
で
あ
る
。

鶴
見
和
子
文
庫
未
公
開
資
料
か
ら

発
見
さ
れ
た
生
活
綴
方
文
集
『
私
の
家
』

鵜
飼
正
樹

ひ
ろ
く
社
会
に
公
開
・
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な
意

義
が
あ
る
。

生
活
を
記
録
す
る
会
の
活
動
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
五
二
（
昭
和

二
十
七
）
年
六
月
に
印
刷
・
製
本
さ
れ
た
、
ガ
リ
版
刷
り
・
ホ
ッ
チ
キ
ス
製
本
の

文
集
『
私
の
家
』
（
以
下
『
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
と
表
記
）
だ
っ
た
（
２
）
。
工

場
に
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
た
寮
に
暮
ら
し
、
八
時
間
．
一
一
交
替
制
で
働
い
て
い
た

女
子
工
員
た
ち
が
、
自
身
の
故
郷
の
家
や
村
、
家
族
の
こ
と
を
つ
づ
っ
た
、
こ
の

文
集
は
、
「
大
人
の
『
山
び
こ
学
校
』
」
と
し
て
各
方
面
で
反
響
を
呼
ん
だ
。

そ
し
て
、
同
年
九
月
十
日
に
は
、
活
版
刷
り
の
『
私
の
家
』
（
以
下
、
『
私
の
家

（
活
版
）
』
と
表
記
）
が
発
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
の
ち
に
は
、
『
私
の
家
（
ガ
リ

版
）
』
か
ら
選
ば
れ
た
五
作
品
が
、
一
九
五
四
年
十
一
月
に
河
出
書
房
か
ら
刊
行

さ
れ
た
、
木
下
順
二
・
鶴
見
和
子
編
『
母
の
歴
史
』
（
河
出
新
書
）
の
第
１
部
と

し
て
、
収
録
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
『
記
録
集
』
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
の
は
『
私
の
家
（
活
版
）
』
で
あ

り
、
『
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
は
、
復
刻
さ
れ
て
い
な
い
。
『
記
録
集
第
１
巻

私
の
家
・
母
の
歴
史
』
の
解
説
を
書
い
て
い
る
辻
智
子
に
よ
れ
ば
、
そ
の
理
由

は
「
原
本
不
在
の
た
め
」
［
辻
、
二
○
○
一
一
ａ
エ
ハ
］
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
発

行
さ
れ
た
の
は
一
五
○
部
程
度
だ
っ
た
［
志
賀
、
一
九
五
二
ａ
二
一
一
八
］
－
３
－

『
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
は
、
生
活
を
記
録
す
る
会
の
メ
ン
バ
ー
の
手
許
に
も
、

原
本
が
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
不
在
と
さ
れ
て
い
る
「
原
本
」
、
『
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
が
、

二
○
○
七
年
十
二
月
、
鶴
見
和
子
文
庫
の
資
料
整
理
中
に
発
見
さ
れ
た
。
生
活
を

記
録
す
る
会
の
出
発
点
と
な
っ
た
文
集
と
し
て
価
値
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
戦
後

の
民
衆
思
想
史
・
社
会
運
動
史
の
研
究
に
お
い
て
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
考

え
、
発
見
さ
れ
た
『
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
の
一
部
を
、
『
人
間
学
研
究
」
の
中

で
復
刻
す
る
こ
と
に
し
た
。

な
お
、
紀
要
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
制
約
上
、
復
刻
は
『
私
の
家
（
活
版
）
』
に

な
い
以
下
の
頁
の
み
に
限
定
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
表
表
紙
、
「
こ
の
文
集
が

で
き
る
ま
で
」
［
｜
～
二
頁
］
、
「
労
文
山
び
こ
学
校
と
は
？
」
［
六
四
頁
。
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２
．
鶴
見
和
子
と
生
活
記
録
運
動

鶴
見
和
子
の
研
究
業
績
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
’
九
五
○
年
代
か
ら
六
○
年
代

に
か
け
て
、
も
っ
と
も
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
た
の
は
、
生
活
綴
方
・
生
活
記
録
運
動

で
あ
っ
た
。

鶴
見
和
子
は
、
無
着
成
恭
編
『
山
び
こ
学
校
』
（
青
銅
社
、
’
九
五
二
な
ど

の
生
活
綴
方
作
品
、
後
藤
彦
十
郎
編
『
魂
あ
い
ふ
れ
て
二
一
十
四
人
の
教
師
の
記

録
』
（
百
合
出
版
、
一
九
五
二
、
国
分
一
太
郎
『
新
し
い
綴
方
教
室
』
（
日
本

評
論
社
、
一
九
五
二
な
ど
の
生
活
綴
方
実
践
記
録
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
明

治
以
後
の
日
本
の
イ
ン
テ
リ
が
、
日
本
を
、
ま
た
日
本
人
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、

「
自
己
を
ふ
く
ま
ざ
る
集
団
」
と
し
て
、
｜
段
高
い
と
こ
ろ
か
ら
論
じ
て
い
た
と

い
う
、
鶴
見
俊
輔
の
指
摘
を
、
「
わ
た
し
自
身
に
は
ね
か
え
る
も
の
と
し
て
う
け

い
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
［
鶴
見
、
一
九
九
八
ａ
三
一
一
一
一
一
一
］
と
い
う
。

そ
し
て
、
一
九
五
一
一
年
八
月
一
日
～
三
日
、
岐
阜
県
中
津
川
市
で
ひ
ら
か
れ
た

作
文
教
育
全
国
協
議
会
に
講
師
と
し
て
参
加
し
、
生
活
綴
方
教
育
を
実
践
し
て
い

る
教
師
た
ち
と
交
流
し
た
。
そ
こ
に
は
、
澤
井
余
志
郎
は
じ
め
、
東
亜
紡
織
泊
工

場
で
『
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
を
つ
く
っ
た
メ
ン
バ
ー
三
名
も
参
加
し
て
い
た
。

後
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
点
で
鶴
見
和
子
は
す
で
に
、
『
私
の
家

（
ガ
リ
版
）
』
を
手
に
入
れ
、
読
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。

協
議
会
で
の
出
会
い
か
ら
ひ
と
月
も
た
た
な
い
、
同
年
八
月
二
十
一
一
一
～
一
一
十
五

日
に
は
、
東
亜
紡
織
労
働
組
合
の
幹
部
と
と
も
に
東
亜
紡
織
泊
工
場
を
訪
問
し
、

講
演
だ
け
で
な
く
、
女
子
工
員
た
ち
と
長
時
間
に
わ
た
っ
て
座
談
し
て
い
る
。
学

歴
も
、
年
齢
も
（
当
時
鶴
見
は
三
四
歳
、
女
子
工
員
ら
は
十
代
）
、
生
ま
れ
育
ち

も
、
お
よ
そ
共
通
す
る
も
の
の
な
い
鶴
見
と
東
亜
紡
織
の
女
子
工
員
た
ち
と
は
、

初
対
面
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
楽
し
く
、
熱
く
、
深
く
交
流
し
た
の
で
あ
っ

た
。女
子
工
員
た
ち
に
啓
発
さ
れ
た
鶴
見
は
、
東
京
に
帰
る
や
、
「
生
活
を
つ
づ
る

た
だ
し
ノ
ン
ブ
ル
な
し
］
、
「
あ
と
が
き
に
か
え
て
」
［
最
終
頁
。
ノ
ン
ブ
ル
な

し
］
、
裏
表
紙
。
全
頁
の
復
刻
は
、
他
日
を
期
し
た
い
。

３
．
『
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
発
見
の
プ
ロ
セ
ス

『
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
は
、
偶
然
に
発
見
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
以
下
に
見

る
よ
う
な
根
拠
と
推
理
に
も
と
づ
い
て
、
資
料
を
捜
索
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
こ

こ
で
は
、
そ
の
根
拠
と
推
理
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

『
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
は
、
生
活
綴
方
を
書
い
た
女
子
工
員
が
自
分
で
所
有

し
た
り
、
工
場
内
の
同
僚
に
配
布
し
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
郷
里
の
家
族
や
、

東
亜
紡
織
労
働
組
合
関
係
者
、
中
学
時
代
の
先
生
、
無
着
成
恭
、
鈴
木
喜
代
春
、

清
水
幾
太
郎
ら
生
活
綴
方
運
動
の
担
い
手
の
も
と
に
も
手
渡
さ
れ
た
り
、
送
ら
れ

た
り
し
た
。
『
私
の
家
（
活
版
）
』
に
は
、
生
活
綴
方
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
て

届
い
た
『
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
の
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
・
批
評
が
収
録

会
」
を
始
め
る
。
こ
れ
は
、
「
東
京
の
労
働
者
の
家
庭
の
主
婦
や
、
工
場
や
会
社

で
働
く
娘
さ
ん
た
ち
や
、
学
校
の
先
生
や
学
生
な
ど
、
異
な
る
生
活
経
験
を
せ

マ
マ

お
っ
て
い
る
人
た
ち
ｌ
そ
の
大
部
分
が
婦
人
ｌ
が
集
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
日
々

の
く
ら
し
の
こ
と
や
、
身
の
上
の
こ
と
な
ど
を
、
あ
り
の
ま
ま
に
、
し
ゃ
べ
っ
て

マ
マ

い
る
と
お
な
じ
コ
ト
バ
で
、
考
え
あ
い
、
書
き
つ
づ
っ
て
ゆ
く
集
り
集
り
」
［
鶴

見
、
’
九
九
八
ｂ
二
一
一
一
一
八
～
一
一
一
二
九
］
で
あ
る
。
こ
の
生
活
を
つ
づ
る
会
の

成
果
と
し
て
、
鶴
見
和
子
編
『
エ
ン
ピ
ッ
を
に
ぎ
る
主
婦
』
（
毎
日
新
聞
社
、

’
九
五
四
）
、
生
活
を
つ
づ
る
会
編
『
お
か
あ
さ
ん
と
生
活
綴
方
』
（
百
合
出

版
、
’
九
五
七
）
、
鶴
見
和
子
・
牧
瀬
菊
枝
編
『
ひ
き
裂
か
れ
て
ｌ
母
の
戦
争
体

験
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
五
九
）
な
ど
が
出
版
さ
れ
た
。

泊
工
場
の
女
性
た
ち
と
鶴
見
和
子
は
、
そ
の
後
も
長
く
交
流
を
続
け
た
。
澤
井

余
志
郎
は
、
『
記
録
集
第
１
巻
私
の
家
・
母
の
歴
史
』
の
序
文
「
「
書
く
こ

と
」
に
こ
だ
わ
っ
て
」
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
五
○
年
と
い
う
半
世
紀
、
「
書
く
こ
と
」
に
こ
だ
わ

り
、
成
長
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
鶴
見
さ
ん
が
い
つ
も
、
直
接
に
間
接
に
、

は
げ
ま
し
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
だ
と
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
［
澤
井
、
二
○
○
二
》
ノ
ン
ブ
ル
な
し
］
。
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さ
れ
て
い
る
。
筆
者
ひ
と
り
ひ
と
り
を
と
り
あ
げ
た
長
文
の
批
評
も
あ
れ
ば
、
簡

潔
に
謝
辞
を
伝
え
る
だ
け
の
も
の
も
あ
る
中
に
、
以
下
の
よ
う
な
文
面
の
、
全
繊

同
盟
友
愛
編
集
部
・
に
し
む
た
し
げ
を
か
ら
の
、
七
月
十
四
日
付
書
簡
（
文
面
か

ら
、
は
が
き
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
）
が
あ
る
。

河
出
新
書
版
『
母
の
歴
史
』
に
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
次
の
よ
う
な
鶴
見
の
記

述
が
あ
る
。

ま
た
、
澤
井
余
志
郎
は
、
中
津
川
市
で
ひ
ら
か
れ
た
作
文
教
育
全
国
協
議
会
で

の
鶴
見
和
子
と
の
出
会
い
を
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

前
略
「
私
の
家
」
只
今
落
手
し
ま
し
た
。

ま
だ
読
ん
で
い
ま
せ
ん
が
と
て
も
よ
さ
そ
う
な
気
が
し
ま
す
の
で
も
し
余

マ
マ

分
が
あ
り
ま
し
た
ら
。
次
の
と
こ
ろ
に
も
送
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。

東
京
都
世
田
ヶ
谷
区
成
城
町
六
七
八
鶴
見
和
子
宛
な
お
鶴
見
さ
ん
は

ラ
ジ
オ
で
楠
の
竹
の
子
会
（
４
）
を
紹
介
し
た
人
で
す
。
右
お
願
ま
で
…
（
後

略
）
［
文
教
部
編
集
班
編
、
’
九
五
二
二
○
四
］

「
紡
績
工
場
で
『
山
び
こ
学
校
』
を
や
っ
て
い
ま
す
よ
。
」

二
年
前
の
夏
、
そ
の
こ
ろ
全
せ
ん
の
「
友
愛
」
の
編
集
を
し
て
お
ら
れ

マ
マ

た
に
し
む
た
・
し
げ
お
き
ん
が
、
そ
う
い
っ
て
私
に
紹
介
し
て
下
さ
っ
た

の
が
、
東
亜
紡
織
の
「
楠
の
森
」
（
楠
工
場
）
（
５
）
と
、
「
私
の
家
」
（
泊

工
場
）
と
い
う
、
二
つ
の
ガ
リ
版
の
文
集
で
し
た
［
鶴
見
、
一
九
五
四
四

一
七
九
］
。

こ
の
協
議
会
に
は
、
講
師
と
し
て
鶴
見
和
子
さ
ん
が
き
て
お
ら
れ
、
立
話

で
は
あ
っ
た
が
は
じ
め
て
お
会
い
し
た
。
す
で
に
『
私
の
家
』
を
お
読
み

に
な
っ
て
お
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
く
よ
う
に
元
気
づ
け
ら

れ
、
な
か
ま
た
ち
へ
い
い
お
み
や
げ
が
で
き
た
と
よ
ろ
こ
ん
だ
［
澤
井
、

つ
ま
り
、
に
し
む
た
の
依
頼
に
よ
っ
て
、
七
月
中
に
は
鶴
見
和
子
の
も
と
に
東

亜
紡
泊
工
場
か
ら
『
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
が
届
き
、
作
文
教
育
全
国
協
議
会
に

出
席
す
る
以
前
に
、
鶴
見
は
そ
れ
を
読
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

と
す
る
な
ら
ば
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
「
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
は
鶴
見
和
子

が
晩
年
ま
で
所
蔵
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
考
え
て
鶴
見
和
子
文
庫
に
あ

た
っ
た
と
こ
ろ
、
ま
さ
し
く
『
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
６
）
ｏ『
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
は
、
鶴
見
和
子
文
庫
未
公
開
資
料
の
「
生
活
を
記
録

す
る
会
⑤
」
と
書
か
れ
た
箱
の
中
に
入
っ
て
い
た
。
こ
の
箱
の
中
身
は
、
も
と
も

と
「
東
亜
紡
（
四
日
市
そ
の
二
」
と
書
か
れ
た
封
筒
の
中
に
入
っ
て
い
た
資

料
を
移
し
た
も
の
で
あ
る
（
写
真
１
）
。
同
じ
封
筒
の
中
に
は
、
ほ
か
に
『
た
て

糸
よ
｝
」
糸
』
、
『
な
か
ま
た
ち
』
な
ど
の
文
集
、
劇
団
一
一
一
期
会
に
よ
っ
て
上
演
さ

れ
た
『
明
日
を
紡
ぐ
娘
た
ち
』
台
本
、
澤
井
余
志
郎
の
解
雇
無
効
確
認
等
請
求
事

件
の
記
録
な
ど
が
一
緒
に
入
っ
て
い
た
。
「
東
亜
紡
（
四
日
市
そ
の
二
」
の

文
字
は
、
鶴
見
和
子
自
身
が
書
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
「
私
の
家
（
活
版
）
』
は
、
鶴
見
和
子
文
庫
の
中
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。

’
九
五
四
二
四
九
］
。



四

蕊鳶蕊蕊蕊１

４
．
『
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
の
体
裁

「
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
は
、
Ｂ
４
判
わ
ら
半
紙
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
を
半
分

に
折
り
（
つ
ま
り
、
冊
子
と
し
て
は
Ｂ
５
判
）
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
綴
じ
て
、
製
本

さ
れ
て
い
る
。
わ
ら
半
紙
は
か
な
り
酸
化
が
進
ん
で
い
る
。

表
表
紙
と
裏
表
紙
を
別
に
す
る
と
、
本
文
は
八
二
頁
で
あ
る
。
た
だ
し
ノ
ン
ブ

ル
は
、
「
私
の
家
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
文
集
部
分
が
七
二
頁
ま
で
通
し
番
号
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
続
く
「
夜
」
と
題
さ
れ
た
創
作
か
ら
は
、
別
に
ま
た
ノ

ン
ブ
ル
が
一
頁
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
（
ノ
ン
ブ
ル
が
入
っ
て
い
る
の
は
八
頁
ま
で

で
、
最
後
の
九
頁
目
は
欠
落
）
。
ま
た
、
最
後
の
頁
の
「
◇
あ
と
が
き
に
か
え

て
◇
」
に
は
、
ノ
ン
ブ
ル
が
入
っ
て
い
な
い
。

表
表
紙
は
、
青
と
茶
色
の
イ
ン
ク
に
よ
る
二
色
刷
で
、
米
俵
か
炭
俵
の
よ
う
な

も
の
と
農
民
た
ち
の
像
の
版
画
が
描
か
れ
、
裏
表
紙
は
、
茶
色
の
イ
ン
ク
の
み
を

使
用
し
た
、
藁
葺
き
屋
根
の
民
家
の
小
さ
な
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。

一‐鋸 ロ
、

l1llliUl
』墨iill

『私の家（ガリ版）』が入っていた封筒写真１

注 全
体
を
見
て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
ひ
と
つ
書
い
て
お
き
た
い
。
『
私
の
家
（
ガ

リ
版
）
』
六
四
頁
（
た
だ
し
、
こ
の
頁
に
は
ノ
ン
ブ
ル
が
入
っ
て
い
な
い
）
に

「
労
文
山
び
こ
学
校
と
は
？
」
と
い
う
一
頁
の
コ
ラ
ム
が
あ
り
、
そ
の
前
後
で
の

綴
方
の
雰
囲
気
が
ち
が
う
。
た
と
え
ば
、
そ
の
前
は
、
筆
者
名
が
文
章
の
最
後
に

（
）
に
入
れ
て
表
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
の
後
は
、
タ
イ
ト
ル
の
す
ぐ

後
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ガ
リ
版
の
文
字
も
ち
が
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
先

に
い
っ
た
ん
六
四
頁
ま
で
を
印
刷
し
、
後
か
ら
（
締
め
切
り
後
？
）
出
さ
れ
た
二

名
（
小
林
ク
ニ
子
・
金
子
栄
子
）
の
綴
方
を
六
五
～
七
二
頁
（
ち
ょ
う
ど
わ
ら
半

紙
四
枚
分
）
に
追
加
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
１
）
生
活
綴
方
を
学
校
児
童
・
生
徒
の
作
文
に
限
定
し
、
学
校
外
、
と
く
に
大
人

の
作
文
は
生
活
記
録
と
呼
ん
で
区
別
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
、
生

活
を
具
体
的
に
見
つ
め
、
自
分
の
言
葉
で
つ
づ
る
作
文
の
総
称
と
し
て
、

「
生
活
綴
方
」
を
使
用
す
る
。

（
２
）
『
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
出
版
当
時
、
サ
ー
ク
ル
は
ま
だ
、
「
生
活
を
記
録

す
る
会
」
と
は
名
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（
３
）
『
私
の
家
（
活
版
）
』
は
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
よ
り
復
刻
さ
れ
た
も
の
を

参
照
し
た
が
、
元
の
文
集
と
復
刻
さ
れ
た
記
録
集
と
で
ノ
ン
ブ
ル
が
二
重
に

な
っ
て
い
る
。
引
用
に
さ
い
し
て
は
、
元
の
文
集
の
ノ
ン
ブ
ル
を
提
示
し

た
。

（
４
）
「
楠
の
竹
の
子
会
」
と
は
、
同
じ
四
日
市
市
内
に
あ
っ
た
、
東
亜
紡
織
楠
工

場
の
サ
ー
ク
ル
の
こ
と
。
な
お
、
楠
工
場
で
教
務
係
に
つ
い
て
い
た
訓
覇

也
雄
に
よ
れ
ば
、
「
竹
の
子
会
」
は
コ
ー
ラ
ス
部
の
生
活
記
録
で
あ
り
、

’
九
五
一
年
、
婦
人
少
年
局
が
募
集
し
た
、
第
一
回
働
く
年
少
者
の
生

活
記
録
に
入
選
し
て
、
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
［
訓
覇
、
一
九
五
六
》

一
六
五
］
。

（
５
）
楠
工
場
の
文
芸
部
は
「
丘
の
木
会
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
’
九
五
一
年

に
「
珍
丘
の
木
会
〃
と
い
う
生
活
記
録
の
文
芸
部
が
で
き
て
文
集
〃
楠
の



鶴見和子文庫未公開資料から発見された生活綴方文集『私の家』五

参
照
文
献

鵜
飼
正
樹
、
二
○
○
九
「
生
活
綴
方
か
ら
つ
な
が
る
世
界
」
西
川
祐
子
・
杉
本
星

子
編
『
共
同
研
究
戦
後
の
生
活
記
録
に
ま
な
ぶ
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

訓
覇
也
雄
、
’
九
五
六
「
ね
こ
そ
ぎ
の
愛
情
」
磯
野
誠
一
・
木
下
順
一
〒
鶴
見
和

子
・
日
高
六
郎
・
丸
岡
秀
子
編
『
仲
間
の
中
の
恋
愛
」
河
出
新
書

澤
井
余
志
郎
、
’
九
五
四
「
ノ
ロ
ノ
ロ
と
歩
ん
で
き
た
な
か
ま
た
ち
ｌ
『
母
の
歴

史
」
を
書
く
ま
で
の
こ
と
ｌ
」
木
下
順
二
・
鶴
見
和
子
編
『
母
の
歴
史
』
河

出
新
書

澤
井
余
志
郎
、
一
九
五
六
「
紡
績
の
娘
か
ら
百
姓
娘
へ
」
磯
野
誠
一
・
木
下
順

二
・
鶴
見
和
子
・
日
高
六
郎
・
丸
岡
秀
子
編
『
仲
間
の
中
の
恋
愛
』
河
出
新

奎
曰

澤
井
余
志
郎
、
’
九
九
八
「
汚
れ
た
手
拭
い
と
「
先
生
」
」
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

鶴
見
和
子
髪
茶
羅
Ⅱ
人
の
巻
１
日
本
人
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
月

報
７
藤
原
書
店

澤
井
余
志
郎
、
二
○
○
二
「
「
書
く
こ
と
」
に
こ
だ
わ
っ
て
」
（
生
活
を
記
録
す

る
会
編
、
二
○
○
二
『
紡
績
女
子
工
員
生
活
記
録
集
第
１
巻
私
の
家
・

母
の
歴
史
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）

澤
井
余
志
郎
、
二
○
○
九
「
紡
績
工
員
の
生
活
記
録
か
ら
公
害
の
記
録
へ
」
西
川

祐
子
・
杉
本
星
子
編
『
共
同
研
究
戦
後
の
生
活
記
録
に
ま
な
ぶ
」
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー

志
賀
は
る
み
、
’
九
五
二
ａ
「
文
集
作
り
」
文
教
部
編
集
班
編
『
生
活
綴
方
私

の
家
』
東
亜
紡
織
泊
労
働
組
合
（
生
活
を
記
録
す
る
会
編
、
二
○
○
二
『
紡

績
女
子
工
員
生
活
記
録
集
第
１
巻
私
の
家
・
母
の
歴
史
』
日
本
図
書
セ

ン
タ
ー
に
収
録
）

森
〃
を
一
一
冊
ま
で
発
行
し
」
［
訓
覇
、
’
九
五
六
二
六
四
］
た
と
い
う
。

（
６
）
実
際
に
『
私
の
家
（
ガ
リ
版
）
』
を
鶴
見
和
子
文
庫
の
未
公
開
資
料
の
中
か

ら
探
し
出
し
た
の
は
、
人
間
学
研
究
所
事
務
員
（
当
時
）
の
立
石
尚
史
さ
ん

で
あ
る
。

志
賀
は
る
み
、
一
九
五
二
ｂ
「
「
私
の
家
」
そ
の
後
」
文
教
部
編
集
班
編
『
生

活
綴
方
私
の
家
』
東
亜
紡
織
泊
労
働
組
合
（
生
活
を
記
録
す
る
会
編
、

二
○
○
二
『
紡
績
女
子
工
員
生
活
記
録
集
第
１
巻
私
の
家
・
母
の
歴

史
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
に
収
録
）

生
活
を
記
録
す
る
会
編
、
二
○
○
二
『
紡
績
女
子
工
員
生
活
記
録
集
第
１
巻

私
の
家
・
母
の
歴
史
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

生
活
を
記
録
す
る
会
編
、
二
○
○
二
『
紡
績
女
子
工
員
生
活
記
録
集
第
７
巻

紡
ぎ
・
記
録
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

生
活
を
つ
づ
る
会
、
’
九
五
七
『
お
か
あ
さ
ん
と
生
活
綴
方
』
百
合
出
版

辻
智
子
、
一
一
○
○
二
ａ
「
解
説
」
（
生
活
を
記
録
す
る
会
編
、
一
一
○
○
一
一
『
紡
績

女
子
工
員
生
活
記
録
集
第
１
巻
私
の
家
・
母
の
歴
史
」
日
本
図
書
セ
ン

タ
ー
）

辻
智
子
、
二
○
○
二
ｂ
「
〔
資
料
〕
年
譜
」
（
生
活
を
記
録
す
る
会
編
、

二
○
○
二
『
紡
績
女
子
工
員
生
活
記
録
集
第
７
巻
紡
ぎ
・
記
録
』
日
本

図
書
セ
ン
タ
ー
）

鶴
見
和
子
、
’
九
五
四
ａ
「
『
母
の
歴
史
』
を
つ
く
っ
た
人
た
ち
ｌ
集
団
の
中
の

人
間
の
成
長
ｌ
」
木
下
順
二
・
鶴
見
和
子
編
「
母
の
歴
史
』
河
出
新
書
（
鶴

見
和
子
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
鶴
見
和
子
曼
茶
羅
Ⅱ
人
の
巻
ｌ
日
本
人
の
ラ

イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
藤
原
書
店
に
収
録
）

鶴
見
和
子
、
一
九
五
四
ｂ
「
話
し
あ
い
書
き
あ
う
仲
間
」
鶴
見
和
子
編
ニ
ン

ピ
ッ
を
に
ぎ
る
主
婦
』
毎
日
新
聞
社
（
鶴
見
和
子
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
鶴
見
和

子
曼
茶
羅
Ⅱ
人
の
巻
Ｉ
日
本
人
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
藤
原
書
店

に
収
録
）

鶴
見
和
子
、
’
九
九
八
ａ
「
生
活
綴
方
教
育
に
ま
な
ぶ
」
鶴
見
和
子
言
レ
ク

シ
ョ
ン
鶴
見
和
子
曼
茶
羅
Ⅱ
人
の
巻
ｌ
日
本
人
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト

リ
ー
』
藤
原
書
店
（
初
出
は
『
図
書
』
’
九
五
三
年
十
月
号
）

鶴
見
和
子
、
’
九
九
八
ｂ
「
主
婦
と
娘
の
生
活
記
録
」
鶴
見
和
子
『
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
鶴
見
和
子
曼
茶
羅
Ⅱ
人
の
巻
ｌ
日
本
人
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』

藤
原
書
店
（
初
出
は
「
岩
波
講
座
文
学
四
』
岩
波
書
店
、
’
九
五
三
）



六

鶴
見
和
子
、
’
九
九
八
ｃ
「
生
活
記
録
運
動
の
意
味
ｌ
経
験
の
発
生
の
場
へ
ｌ
」

鶴
見
和
子
ラ
レ
ク
シ
ョ
ン
鶴
見
和
子
曼
茶
羅
Ⅱ
人
の
巻
ｌ
日
本

人
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
藤
原
書
店
（
初
出
は
『
新
日
本
文
学
』

’
九
八
五
年
十
月
号
）

鶴
見
和
子
編
、
’
九
五
四
「
エ
ン
ピ
ッ
を
に
ぎ
る
主
婦
』
毎
日
新
聞
社

鶴
見
和
子
・
牧
瀬
菊
枝
編
、
’
九
五
九
『
ひ
き
裂
か
れ
て
』
筑
摩
書
房

西
川
祐
子
、
二
○
○
九
「
『
生
活
綴
方
」
と
『
生
活
記
録
」
の
出
会
い
’

’
九
五
二
年
八
月
、
中
津
川
」
西
川
祐
子
・
杉
本
星
子
編
『
共
同
研
究
戦

後
の
生
活
記
録
に
ま
な
ぶ
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

原
豊
子
、
一
九
五
四
「
こ
の
よ
い
も
の
生
活
綴
方
」
木
下
順
二
・
鶴
見
和
子
編

『
母
の
歴
史
」
河
出
新
書

古
川
喜
恵
子
、
一
九
五
二
「
鶴
見
さ
ん
を
囲
ん
で
」
『
私
の
お
母
さ
ん
」
東
亜
紡

織
泊
労
働
組
合
婦
人
部
（
生
活
を
記
録
す
る
会
編
、
二
○
○
二
『
紡
績
女
子

工
員
生
活
記
録
集
第
１
巻
私
の
家
・
母
の
歴
史
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

に
収
録
）

文
教
部
編
集
班
編
、
一
九
五
二
『
生
活
綴
方
私
の
家
』
東
亜
紡
織
泊
労
働
組
合

（
生
活
を
記
録
す
る
会
編
、
二
○
○
二
『
紡
績
女
子
工
員
生
活
記
録
集
第

１
巻
私
の
家
・
母
の
歴
史
」
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
に
収
録
）

’
一
一
輪
泰
史
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